
【コメント】

＜国内線＞マスク着用の個人判断への移行をはじめとした各種制約の緩和、感染症法上の位置付け見直し決定

等が長距離移動需要を後押しし、対前年度比で14.7％増加した。

＜国際線＞アジア路線（台湾・韓国）の復便や入国時水際対策の緩和等が旅客需要を喚起し、対前年度比

で純増となった。

【チャーター便実績】

2023年度：国内線：0便 国際線：0便

2022年度：国内線：4便 国際線：0便

【対象期間】

2023年度：2023年4月28日（金） ～5月7日（日）10日間

2022年度：2022年4月29日（金） ～5月8日（日）〃

※上記数値はエアライン各社からの情報をもとに、当社が独自に集計したものです。
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2023年度 2022年度
2019年度
※参考(増減) (増減率) (増減) (増減率)

国内線
92,610 80,723 +11,887 +14.7% 119,010 ▲26,400 ▲22.1%

国際線
5,424 0 +5,424 － 13,131 ▲7,707 ▲58.6%

合 計
98,034 80,723 17,311 +21.4% 132,141 ▲34,107 ▲25.8%

仙台国際空港株式会社（所在地：宮城県名取市、代表取締役社長：鳥羽 明門）では、

2023年度ゴールデンウィーク（2023年4月28日～5月7日）の旅客数（速報値）をとりまとめ

ましたのでお知らせします。

仙台空港 ゴールデンウィーク期間中の旅客数（速報値）について

（単位：人）

※国際線：2019年度以来の計上


